
国土交通大臣認定：TACP-0476(先端地盤：砂質地盤)
国土交通大臣認定：TACP-0475(先端地盤：礫質地盤)
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New-STJ-Ⅱ工法 

拡大球根径は、機械式拡大翼で1.35D（D：杭径）の拡大掘削を行い、拡大球根長は3.5D築造します。 
さらにセメントミルクの高圧ジェット噴射によって拡大球根と支持地盤とを一体化させ、強化することにより 

はじめに 
New-STJ-Ⅱ工法は、既製コンクリート杭の施工法であり、杭中空部にオーガを挿入して掘削、圧入
しながら支持層まで杭を沈設した後、先端ビットの機械式拡大翼による掘削とセメントミルクの高
圧ジェット噴射の相乗効果により拡大球根を築造し、杭先端と地盤を一体化させて大きな支持力を
発現させる低排土の高支持力杭工法です。 

1） 杭先端地盤の種類 砂質地盤、礫質地盤 
2） 杭　　　　　　径 φ700mm～φ1200mm 
3）  最　大　施　工　深　さ 砂質地盤80m、礫質地盤71m 
 

4） 適　　用　　杭 既製コンクリート杭、鋼管杭 
 但し、先端に用いる杭は杭先端部に特殊溝を設けた 
 既製コンクリート杭（SATパイル）とする。 

5 施工管理の向上 
適切に施工が行われていることを確認するため、施工管理装置を使用して管理します。 

また、個々のN値は100以下とする。 

また、個々のN値は100以下とする。 
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4．施工方法（例） 

New-STJ-Ⅱ工法 

1）全長先行掘削方式（逆転拡大ビット）の場合 

2）ID先行根入れ方式（正転拡大ビット）の場合 
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New-STJ-Ⅱ工法 

7

拡

（

杭径 D Ds Dk Lk Dh

700 

800 

900 

1000 

1100 

1200

945 

1080 

1215 

1350 

1485 

1620

945 以上 

1080 以上 

1215 以上 

1350 以上 

1485 以上 

1620 以上 

2450 

2800 

3150 

3500 

3850 

4200

460 

540 

600 

680 

760 

840

57902006MJ_P1-6_33  16.2.26 9:18  ページ 3



New-STJ-Ⅱ工法 

7．オーガビット（New-STJ-Ⅱビット）の構造 

拡大翼と高圧ジェット噴射機能を併せ持つオーガビットで確実に拡大球根を築造します。 

（水平2方向噴出型逆転拡大ヘッド） （水平2方向噴出型正転拡大ヘッド） （水平4方向噴出型逆転拡大ヘッド） 
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P
ポンプ プラント 

New-STJ-Ⅱ工法の施工では、施工管理システム「アースナビ」「アースガイド」などを用いて施工管理
を行い、高品質の施工を実現します。 

New-STJ-Ⅱ工法 

1
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New-STJ-Ⅱ工法 

10．使用機械および設備（例） 

クローラ型三点支持式杭打ち機（DH508～DH658クラス） 

スパイラルオーガ（φ700用～φ1200用） 

高圧噴射ノズル付拡大ビット（φ700用～φ1200用） 

出力　55kW(120HP)～180 kW (240HP) 

グラウトミキサ（1槽以上、1.2m3以上）、 
グラウトポンプ（吐出圧20MPa以上、吐出量150L/min以上）、セメントサイロ 

沈下防止装置付中掘工法用キャップ（φ700用～φ1200用） 

コンプレッサ（吐出量3.5 m3/min以上） 

排土ホッパー（ワイヤ絞込みによる圧入方式） 

油圧ショベル、油圧バックホウ（0.4 m3～） 

クローラクレーン、ラフテレンクレーン（吊上能力50ｔ～） 

発電機（150kVA以上） 

水道水（φ25mm程度以上）、水槽（20m3以上） 

 

杭 打 ち 機 本 体  

ス パ イ ラルオーガ  

オ ー ガ ビ ッ ト  

オ ー ガ 駆 動 装 置  

グ ラ ウ トプラント  

キ ャ ッ プ  

コ ン プ レ ッ サ  

く い 沈 設補助装置  

排 土 設 備  

補 助 ク レ ー ン  

電 力 設 備  

給 水 設 備  
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